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関連文献

自動字幕はノンネイティブのリスニ
ング能力を向上させる一方で、負担
も増大させてしまうことが報告され
ています。本研究では、ノンネイ
ティブがリスニング中にどのように
自動字幕を利活用するかを調査し、
自動字幕が解決できる問題と解決で
きない問題を明確にしました。

ノンネイティブの特性や問題に応じ
て支援方法を変える必要があること
を示しました。これまで、自動字幕
を表示し続ける方法が取られてきま
したが、自動字幕によって解決でき
ない問題も多く存在し、状況によっ
てはノンネイティブの負荷になって
しまうことがわかりました。

人の特性や状況に応じて最も使い易
い形で支援技術を提供することに
よって、より人に優しいICTの実現
を目指しています。ノンネイティブ
の状況をモニタリングし、適切な支
援を最適なタイミングで行うことに
よって、言語の壁が解消された未来
を目指します。
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調査項目

1) ノンネイティブが自動字幕を利用する方法

2) 自動字幕を使用することの利点と欠点

実験概要

参加者： ノンネイティブ20名

条件：音声のみ vs. 音声+字幕 (アイトラッキング)

手順：

1) リスニング課題: 参加者はリスニング中にわからない

こと（問題）があると、ボタンを押す

2) インタビュー: 参加者は直面した問題の内容と

持続時間について説明

利点： 自動字幕よって解決できた問題 [1,2]

ノンネイティブの自動字幕の活用法 [2]

パターン１： 字幕を追うこと に注力するパターン

パターン２： 必要時のみ字幕を利用するパターン

欠点： 負荷の増加 [2]

分析結果

◎

◎

字幕を見ることによって解決
できず、負荷を増大させてしま
うもの

◎

字幕を見ることによって解決
できるが負荷が増加するもの

×
×

×
×

ノンネイティブの特性の応じて支援を変える必要性を示唆

問題に応じて支援を変える必要性を示唆

ノンネイティブのためのリスニング支援

～効果的な自動字幕表示手法～
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